
事業完了報告書 

 

調査研究期間等 

調査研究期間 令和３年４月２８日 ～ 令和４年３月１５日 

調査研究事項 ≪委託研究：夜間中学における教育活動充実に係る調査研究≫ 

・対象校２校 神戸市立丸山中学校西野分校 

       神戸市立兵庫中学校北分校 

 Ⅰ．教育課程に関すること 

    ア．高齢者や外国人向けのカリキュラム開発 

    ウ．他市町村の夜間中学や域内の中学校、近隣の定時制 

      高校との連携     

調査研究のねらい ア．神戸市の夜間中学在学者は、成人し社会生活を営んでいる 

   者や、日本で社会生活を営んでいる外国人生徒が大半であ 

   り、学習言語の習得は全員できていない。その生徒の実情 

に合わせた特別の教育課程を全職員で検討、編成し、学校 

長の判断を以て実施する。外国人生徒に対しては、教育課 

程の内外で日本語習得の支援を行う。各言語別に教科年間 

計画を立てる。以上の教育活動を推進するために必要な教 

材を精選し購入し、活用する。 

 

 ウ．分校と本校の生徒職員の交流を計画的に行い、夜間中学 

   に対する理解を深める。 

   定時制高校との連携をさらに進め、生徒の上級学校進学 

   を支援する。 

調査研究の成果 

 

 

 

 

《 神戸市立丸山中学校 西野分校 》 

在籍者３０名中２４名が外国籍生徒（６か国）であり、日本の公

立中学校の教育課程を実施していくうえで、日本語指導が必要不

可欠である。 

【年間を通して】 

・国語、社会、数学、理科、英語は、それぞれ全校で６つの習熟 

 度別学級を編成し、授業を実施した。 

・実技科目については、全校を1学級として、教科担任を中心に全

職員で授業を実施した。 

・外国人生徒のために各言語別年間計画を前年度末に作成し、新 

 年度入学状況に合わせ、再検討を行った。 

・外国人生徒に日本語指導を行うため必要な教材を購入し、年間 

を通じて教育課程内外で使用した。 

 国語の授業において、日本語理解指導教材として「みんなの日

本語」「できる日本語」を購入し、習熟熟度別に使用した。 

・多言語の入学案内リーフレットを作成した。 

・中学校を形式卒業した入学者に対して、本人の学力と進路希望

に合わせて学習指導計画を立てた。カリキュラム作成にあたり



中学校の教育課程を終えているため校長裁量により決定した。 

各科目の習熟度に応じて、小学校段階からの学び直しが必要で

あり、その際には小学校の教科書等を使用した。 

 

【４月】新入学生徒受け入れ ７月２０日までで１３名 

  （1年生１１名・２年生１０名・３年生１１名） 

・全職員による学習指導検討会議の開催 

日本人生徒、外国人生徒、中学校既卒生徒、それぞれの学習能

力を確認し、習熟度別学級の編成を行った。 

【５月】 

・２０日（木）と２１日（金）の１３：００から１５：００の４

時間、神戸国際コミュニティセンターより日本語指導講師を招

き、全教員が参加して日本語指導研修を実施した。 

【５月～３月】 

・毎月、全職員で学習指導打ち合わせ会を開き、習熟度と日本語 

 習得状況を勘案して、毎月習熟度別の学級替えを行った。 

【８月】 

・２日（月）と４日（水）の１３時から１７時までの８時間、 

神戸ＪＳＬ研究会より講師を迎え、全教員に対して、日本語指

導研修を実施した。 

・高等学校進学希望者への補習を行った。（３月まで） 

・希望する生徒に対して個人別補習を行った。 

 （文化祭作品制作を含む。） 

【９月、１０月】 

・定時制高校と連携し、高校説明会を実施した。 

【１１月】 

・２日、文化発表会を実施。学習成果を展示と舞台で発表した。 

新型コロナウイルス対応のため、生徒とその家族、本校教職員

の参加のみとした。 

・２４日（水） 全市対象 授業公開 

 神戸市立学校園教員、神戸市教育委員会事務局職員が授業を参

観し、夜間中学校の教育活動への理解を深めた。新型コロナウ

イルス対応のため、地域住民への案内はしなかった。 

【１月】 

・次年度教育課程原案編成会議実施（校長、教頭、教務部長） 

・次年度教育課程の承認（職員会議） 

・次年度学習指導検討会議（全教員） 

【２月】 

・作文発表会の実施 

・入学面談開始 ２月１日～７月２０日 

 入学資格 中学校未卒者を原則とする。 

       市内在住者、市内在勤者 

       市外在住で通学できる者 



      中学校形式卒業者は、神戸市教育委員会事務局 

      学校経営支援課学事計画係が対応する。 

・入学希望者体験入学実施（１日） 

 外国人希望者に面接を実施し、日本語習得状況を確認した。 

【３月】 

・全教員により次年度学級編成会議を行った。（習熟度別） 

 

《 神戸市立兵庫中学校 北分校 》 

在籍者１８名中１４名が外国籍生徒（６か国）であり、日本の公

立中学校としての教育課程を実施していくうえで、日本語指導が

必要不可欠である。 

【年間を通して】 

・外国人生徒が多く、教員に日本語指導の知識が必要なので、 

 「日本語指導に関する校内職員研修」を年に３回実施した。 

・校務分掌に「日本語指導」担当を配置した。 

・神戸YWCA学院から日本語指導講師を招き、希望生徒に対し日本

語指導を週２回程度実施。（始業前） 

・国籍が様々な生徒に、お互いの国の文化を尊重する態度を涵養 

するため、道徳の時間を中心として多文化共生を念頭においた

人権教育を進めた。 

・国語は、全校を７学級の習熟度別編成。数学は、全校を６学級

の習熟度別編成。英語は学年別に習熟度別３学級の編成により

授業を行った。 

・実技科目については、全校を１学級として教科担任を中心とし

て全職員で授業を行った。 

・外国人生徒に日本語指導を行うため、必要な教材をコンピュー 

 タで自主作成した。 

・各教室に設置した単焦点プロジェクターとスクリーンを活用し 

積極的に視聴覚教材を取り入れることで、授業理解につなげる 

ことができた。 

・国語科の作文指導に必要な書籍を購入して指導し、２月の作 

 文発表会では、全生徒が成果を発表した。 

・中学校を形式卒業した入学者に対しては、本人の学力と進路希 

 望に合わせた学習指導計画を立てた。カリキュラム作成に当た 

 り中学校の教育課程を終えているため校長裁量により決定し

た。各科目の習熟度に応じて、小学校段階からの学び直しを行

う際には、小学校の教科書を使用し、理解の進み具合に合わせ、

使用教科書等の学年を随時上げていった。 

 

【４月】新入学生徒受け入れ ７月２１日までで７名 

  （1年生７名・２年生８名・３年生３名） 

【５月～３月】 

・毎月、全職員で学習指導打ち合わせ会を開き、個人ごとの学習 



 進捗状況を確認し、各個人に必要な教材を段階的に作成した。 

また、習熟度と日本語習得状況を勘案して、毎月習熟度別の学

級替えを行った。 

【７月】 

・７日（水）の１４時から１５時３０分に、神戸ＹＷＣＡ学院か

ら日本語講師を迎え、全教員に対して、日本語指導研修を実施

した。 

【８月】 

・希望する生徒に対して個人別補習を行った。 

 （文化祭作品制作を含む。） 

【９月】 

・８日（水）の１４時から１５時３０分に、神戸ＹＷＣＡ学院か

ら日本語講師を迎え、全教員に対して、日本語指導研修を実施

した。 

・２９日（水）運動会の実施 

 新型コロナウイルス対応のため、生徒家族、来賓、本校職員へ

 の招待は行わなかった。紅白に分かれて種目を競い、日ごろの

 体育授業の成果を発揮することができた。 

【１０月】 

・２２日、文化祭を実施。展示や全学年での器楽合奏、各学年に

よる演目を披露し、学習の成果を発表した。新型コロナウイル

ス対応のため、生徒とその家族の参加に限った。 

【１２月】 

・１日（水）の１４時から１５時３０分に、神戸ＹＷＣＡ学院か

ら日本語講師を迎え、全教員に対して、日本語指導研修を実施

した。 

・２２日（水）定時制高校と連携し、高校説明会を開催した。 

【１月】 

・次年度教育課程原案編成会議実施（校長、教頭、教務部長） 

・次年度教育課程の承認（職員会議） 

・次年度学習指導検討会議（全教員） 

【２月】 

・入学面談開始 ２月１日～７月２０日 

 入学資格 中学校未卒者を原則とする。 

       市内在住者、市内在勤者 

       市外在住で通学できる者 

      中学校形式卒業者は、神戸市教育委員会事務局 

      学校経営支援課学事計画係が対応する。 

・入学希望者体験入学実施（３日） 

 外国人希望者に対して面接を実施し、日本語習得状況を確認す 

る。 

・作文発表会の実施 

【３月】 



・全教員により次年度学級編成会議を行う。（習熟度別） 

 


